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特許になる発明�
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得てして成功談に人は酔いしれ
やすいが、本著は影に潜む数多くの
失敗事例から学ぶ姿勢こそ大事と
説く。失敗情報を隠さず、堂々と議
論し、今後に活かす企業風土が肝
要。同種本に最近文庫版にもなった
「失敗の本質（ダイヤモンド社）」も
参考。

ノーベル賞級の発明とも評され、
20世紀中には不可能な最先端技術
と言われていた高輝度青色発光LED
の成功自叙伝。電力会社勤務の父を
持つ著者は昨年より米国大学教授
として、教育問題等日本の現状に鋭
い提言を説く。なお青色LED生産に
関し現在複数社間で国内史上最高
水準と言われる100億円を超える特
許損害賠償請求訴訟中である。
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